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人間活動の他の領域 に関 していえば,た とえ

































































































































































































科学者は 「非科学的」思考をもつ。科学 は多 く
の現象を解明できたが,こ の解明は部分的であ
り,相対的である。科学では,宇宙と自然の究
極的な存在理由が解明で きず,自 然現象 はその
意味において 「超自然的なもの」である。自然
と人間の存在 を越えるものは 「究極的な もの」
あるいは 「絶対なる未知のもの」である。宗教




































































































た,デ ュルケムの定義 をみてみよう。「宗教 と




































て,こ の場合,宗 教は 「意味体系」とよんでも
よいと考えられる。





































提供 した。厂我々にとっての宗教 とは,個 々の
人間が神的存在 として理解 し,それと関わ り
合っていると思 う状況のなかで引き起 こされる
一16一
感情 や営 まれる行為や体得 され る経験 を指
す」16)。この定義のr経験」 という用語 はもち
























宗教 を記述的,あ るいは実体的に定義 した。R.
























































































とがで きる。なぜなら,テ ィリッヒは,い うま































































































IV.宗教 定 義 の レベ ル につ い て
まず,以 上 に挙 げた宗教の定義 の主要 な
キー ・ワー ドをみてみよう。科学的用語 として
は 「信念」,「行為」,「象徴」,厂価値」,「経験」,























機能的な定義は名 目上の定義に近 く,宗教 を
「救済活動の意味体系」 として定義づけること






























サブ ・システムとしての宗教 は広 く深 く文化に
根ざしているので,宗教をこの次元で定義づけ

















かを論 じたい。最 も広いレベルの 「意味」か ら
分析を進めよう。
1.意味の次元













る 「法」,アニ ミズムの信徒が仰 ぐ自然のなか
の神秘的な力 というような信念 を比較す る方が
望ましい。この点を簡単に概観 しよう。
アニ ミズムのマナ概念。メラネシア諸 島の









マナとは 「物理的な力 とまった く異なる勢力で
あ り,あらゆる方法で善 と悪とに働 き,それを
所有 し支配すれば最大の利益を得るような作用
をす る超 自然的 な形式 の力 また は作用で あ
る」26)。
キリス ト教の神概念。神 という用語の重要性
はキリス ト教の教理全体を意味する 「神学」 と
いう言葉から窺える。この神概念は古代ユダヤ
教の 「ヤハウェ」 または 「主なる神」 とほぼ
同様に理解 される。古代ユダヤ民族は遊牧生活
をするい くつかの部族が連合 し,合併 した民族
であったが,ヤ ハウェはこの部族連合の保護神


















佛教の 「法」。キリス ト教を 「神」の学問 と














ともいう」29)。人間は 「無常」 と 「無我」の存
在 として縁起する。人間の存在は十二の因果関
係によって説明されてお り,その最初の因果は
「無明」 と 「行」(あるいは業)と され,そ し















の創造 と縁起の宗教的思想 の根拠は,自 然が
厂自然なもの」にみえなかったことにあると考
えられる。大自然はさまざまな危険や矛盾を孕

















































































































が,そ の主要な意味は,煩悩 をなくし精神 を統
一することにより海辺の岩のように,嵐 が起
こっても揺振 られない心を鍛えることにある。
























み られ,そ れを概観すれば次の通 りである。
シャーマン的宗教 とは 「トランス(Trance,
忘我,脱我,恍 惚)の ような異常心理状態にお
いて,超 自然的存在(神 霊,精 霊,死霊など)
と直接的接触 ・交渉をなし,この過程で ト占 ・
預言 ・治病 ・祭儀などを行なう呪術一宗教的職
能者(シ ャーマン,shaman)を中心 とす る宗
教現象」である32)。若干説明を付け加えると,
職能者は集団あるいは個々の顧客を相手に,通
常では得 られない知識 を提供 し(占い ・預言),
また人の身に通常では生 じ得ない病を治療 しよ
うとす る。この行為 は,超 人間的能力をもっ
て,あ るいは超人間的な存在の力を借 りて行わ
れるが,形 態上は,学問または医学的治療技術


























ス ト教の礼拝は共同体的感情 を引 き起こすもの
であると考えられる。神への賛美が意図されて

















といえば,大 自然 との一体感が重視 される。西
欧の言葉でいうと,この宗教は汎神論的な感情
を引 き起こす と考 えられる。それはともか く









































観 してみたが,宗 教を具体的にみた場合,一 つ
の宗教のなかにはさまざまな要素が入 り混 じっ














れる。 なお,日 本の宗教,と りわけ密教系佛
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